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誤 正

23頁　　21． 右の解答に
差し替え

酵素触媒において酸あるいは塩基として作用できるアミノ酸は，アス
パラギン酸，グルタミン酸，ヒスチジン，システイン，チロシン，アルギ
ニンである．これらアミノ酸のなかで酸あるいは塩基として も重要
なのはヒスチジンと考えられる．なぜならヒスチジンのpKaは6.0で，生
理的pHに近いからである．pH7.6の水溶液中ではヒスチジンのR基
は中性である．しかし，活性部位の環境によって，そのpKaは変化す

る．比較的極性の低い活性部位においてはpKaが低くなり，R基は中
性で存在するため，塩基として働くが，極性の高い活性部位では
pKaが高くなり，Ｒ基が荷電状態になるため，酸として働く．
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